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３００号を振り返って
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第１号（平成11年３月発行）

　記念すべき第１号は創刊号として、ＪＡえんゆうの発足

式の様子を掲載しました。主な記事は発足にあたり挨拶、

農事部各役員名簿、ＪＡえんゆう機構図を掲載しました。

第100号（平成19年６月発行）

　表紙は遠軽町見晴牧場の入牧作業の様子を掲載。当時は

ＪＡえんゆうブラック＆ホワイトショウ、北見ブラック＆

ホワイトショウと各共進会の様子を掲載しました。また、

上湧別地区女性部による農作業事故防止のＰＲ看板の紹介、

子ども農業体験学習・酪農専門部乳製品ＰＲ活動と青年部

の活動を掲載しました。

ひざし300号を迎えてひざし300号を迎えて

第50号（平成15年４月発行）

　表紙は青年部定期総会の様子を掲載。主な記事は、遠軽

地区７ヶ町村の明日を考える決起集会、札幌市で「日本の

食を守るオール北海道大会」の街頭デモに当時のＪＡ役職

員・青年部・女性部役員らが参加した様子を掲載しました。

　えんゆう広報誌「ひざし」が今号で300号になりました。

　平成11年２月に第１号が発行されてから約25年、農作業をはじめ、各専

門部会の研修会などを掲載させて頂きました。取材にご協力頂いた組合員な

らびにご家族の皆様、地域の皆様に感謝申し上げます。

　これからも皆様にご愛読頂ける広報誌作りに努めてまいりたいと思います。

創刊号から50号毎に当時掲載した内容をご紹介します
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第150号（平成23年８月発行）

　表紙に小麦収穫作業を掲載。16台のコンバイン機が各

地区でフル稼働しました。その他、熱戦が繰り広げられ

た農事部パークゴルフ・ゴルフ大会、青年部の農林水産

省職員ファームステイ、えんゆう野球部の準決勝試合結

果を掲載しました。

第200号（平成27年10月発行）

　表紙は青年部子ども農業体験学習の収穫体験。当時の内

容は、北海道ホルスタインナショナルショウ2015にて、

出陳した乳牛２頭が全日本ホルスタインナショナルショウ

の出場権を獲得した様子を掲載しました。その他、ＪＡえ

んゆう・ＪＡゆうべつ町組合長杯少年少女野球大会、デン

トコーンの収穫、酪農青年部の乳製品消費拡大ＰＲ活動の

様子を掲載しました。

第250号（令和元年12月発行）

　250号の表紙に女性部合同研修会の様子を掲載、救急救

命講習と筋膜体操をしました。その他にフレッシュミズ一

泊研修会で小樽市にて牛乳の無料配布、ＪＡオホーツク青

年部研修大会、年金友の会による秋の温泉保養の様子を掲

載しました。
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上
湧
別
玉
葱
振
興
会
（
山
田
忍
会
長
）
は
、
1
月
10
日

に
第
53
回
定
期
総
会
を
Ｊ
Ａ
本
所
に
て
会
員
54
名
（
本
人

出
席
47
名
、
委
任
出
席
7
名
）
が
出
席
の
も
と
、
湧
別
町
、

Ｊ
Ａ
、
ホ
ク
レ
ン
北
見
支
所
青
果
課
、
網
走
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
遠
軽
支
所
よ
り
来
賓
各
位
を
迎
え
開
催
致
し

ま
し
た
。

　

冒
頭
の
開
会
挨
拶
に
て
山
田
会
長
は
、
会
員
・
来
賓
に

感
謝
を
述
べ
た
後
、
昨
年
度
を
振
り
返
り
、「
春
作
業
は

4
月
下
旬
に
降
雪
が
あ
り
ま
し
た
が
、
播
種
・
移
植
作
業

と
も
例
年
通
り
に
進
み
、
生
育
も
順
調
で
し
た
が
、
8
月

末
か
ら
高
温
に
よ
り
、
日
焼
け
等
で
例
年
よ
り
も
収
量
が

少
な
く
な
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
海
外
紛
争

や
急
激
な
円
安
と
、
農
業
経
営
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
当
振
興
会
の
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

続
け
て
、
来
賓
各
位
か
ら
祝
辞
を
受
け
た
あ
と
議
案
審

議
に
入
り
、
議
長
に
北
兵
村
三
区
の
杉
原
武
純
さ
ん
を
選

出
、
令
和
5
年
度
事

業
報
告
・
収
支
決
算
、

な
ら
び
に
令
和
6
年

度
の
事
業
計
画
・
収

支
予
算
、
役
員
改
選

と
全
議
案
が
滞
り
な

く
承
認
さ
れ
、
新
し

い
1
年
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

上
湧
別
玉
葱
振
興
会
青
年
部
（
松
浦
亮
太
部
長
）
は
1

月
30
日
、
第
47
回
定
期
総
会
を
Ｊ
Ａ
本
所
で
部
員
21
名
（
本

人
出
席
20
名
、
委
任
出
席
1
名
）
が
出
席
の
も
と
、
湧
別

町
、
Ｊ
Ａ
、
網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
上
湧
別
玉

葱
振
興
会
か
ら
来
賓
各
位
を
む
か
え
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
で
、
松
浦
部
長
は
石
川
県
能
登
半
島
地
震
の

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
た
後
、「
昨
年
は
春
に
雪
が
降
り

ま
し
た
が
、
播
種
・
移
植
作
業
と
も
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

5
月
は
干
ば
つ
気
味
で
も
、
そ
の
後
天
候
に
恵
ま
れ
生
育

は
順
調
、
豊
作
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
8
月
か
ら
高

温
に
よ
る
日
焼
け
な
ど
で
収
量
が
平
年
よ
り
少
な
く
、
収

穫
・
選
別
に
大
変
苦
労
す
る
1
年
で
し
た
。」
と
昨
年
を

振
り
返
り
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
議
長
に
湧
別
町
南
兵
村
三
区
の
渡
辺
輝
さ
ん

を
選
出
し
、
令
和
5
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
な
ら

び
に
令
和
6
年
度
の
事

業
計
画
・
収
支
予
算
が

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に

よ
る
役
員
改
選
で
は
、

南
兵
村
一
区
の
吉
村
諄

郎
さ
ん
が
新
部
長
に
選

出
さ
れ
、
盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

　

え
ん
ゆ
う
地
区
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
組
合
（
平
野
俊
幸

組
合
長
）
は
、
1
月
15
日
に
第
37
回
定
期
総
会
を
Ｊ
Ａ
本

所
に
て
組
合
員
29
名
（
本
人
出
席
23
名
、
委
任
状
6
名
）

が
出
席
の
も
と
、
湧
別
町
、
Ｊ
Ａ
、
網
走
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
遠
軽
支
所
よ
り
来
賓
各
位
を
迎
え
開
催
致
し
ま

し
た
。

　

冒
頭
の
開
会
挨
拶
に
て
平
野
組
合
長
は
昨
年
を
振
り
返

り
、「
昨
年
は
春
先
の
農
作
業
が
順
調
に
進
む
も
、
7
月

の
降
雨
と
8
月
の
猛
暑
に
よ
っ
て
、
例
年
に
無
い
高
温
被

害
が
多
く
、
組
合
員
の
皆
様
に
と
っ
て
大
変
な
1
年
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
農
業
資
材
の
高
騰
な
ど
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
が
、

本
日
は
忌
憚
の
無
い

ご
意
見
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
令
和
5

年
度
事
業
報
告
・
収

支
決
算
、
な
ら
び
に

令
和
6
年
度
の
事
業

計
画
・
収
支
予
算
を

満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
、
盛
会
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

上
湧
別
玉
葱
振
興
会
第
53
回
定
期
総
会

上
湧
別
玉
葱
振
興
会
青
年
部

第
47
回
定
期
総
会

え
ん
ゆ
う
地
区
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
組
合

第
37
回
定
期
総
会

挨拶をする山田忍会長

挨拶をする松浦亮太部長

挨拶をする平野組合長
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1
月
18
日
か
ら
26
日
ま
で
、
令
和
6
年

度
営
農
計
画
書
作
成
協
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

営
農
計
画
書
の
作
成
協
議
は
、
組
合
員

自
ら
将
来
の
営
農
設
計
を
考
え
、
今
年
1

年
の
農
業
経
営
収
支
の
計
画
を
立
て
て
い

く
重
要
な
作
業
で
す
。
Ｊ
Ａ
に
と
っ
て
も

必
要
不
可
欠
な
作
業
で
あ
り
、
組
合
員
の

経
営
状
況
を
見
な
が
ら
、
Ｊ
Ａ
事
業
計
画

の
立
案
・
農
畜
産
物
の
販
売
・
組
合
員
へ

の
営
農
指
導
等
を
行
い
ま
す
。

　

昨
年
は
海
外
の
紛
争
や
急
激
な
円
安
に

よ
る
資
材
の
価
格
高
騰
に
加
え
、
夏
の
猛

暑
に
よ
っ
て
農
作
物
の
生
育
不
良
が
起
こ

り
、
収
量
低
下
が
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
1

年
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
雪
融
け
が
進
み
、
農
作
業
が

本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
が
、
農
作
業
事
故

に
ご
留
意
頂
き
ま
す
と
と
も
に
、
豊
作
の

年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
は
1
月
17
日
、

本
所
会
議
室
に
て
令
和
６
年
度

農
事
部
長
・
各
専
門
部
会
役
員

合
同
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
は
関
口
哲
治
組
合
長
の

開
会
挨
拶
後
、
各
専
門
部
会
に

分
か
れ
て
新
役
員
を
選
出
し
ま

し
た
。
会
議
終
了
後
、
各
専
門

部
会
の
代
表
か
ら
昨
年
の
作
況

報
告
、
今
年
1
年
の
抱
負
を
語

っ
て
頂
き
、
新
た
な
年
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
６
年
度
の
各
専

門
部
会
の
役
員
に
つ
き
ま
し
て

は
、
一
覧
表
を
別
紙
差
込
致
し

ま
す
の
で
、
ご
参
照
願
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
営
農
計
画
書
作
成
協
議

令和６年度農事部長・各専門部会役員合同会議

１年間よろしくお願いします

（上）上湧別会場（下）遠軽会場



　

令
和
5
年
11
月
27
日
～
30

日
に
か
け
、
令
和
５
年
度
秋

季
農
事
部
懇
談
会
を
開
催
し
、

22
地
区
8
会
場
に
て
多
く
の

組
合
員
に
出
席
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
か
ら

5
年
度
の
作
況
状
況
を
中
心

に
事
業
の
取
組
な
ど
を
説
明

し
た
後
、
組
合
員
か
ら
Ｊ
Ａ

に
対
す
る
質
問
、
貴
重
な
意

見
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

主
な
事
項
に
つ
い
て
は
、

本
誌
に
て
皆
様
に
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、
今
後
理
事

会
に
お
い
て
十
分
検
討
し
、

事
業
推
進
に
反
映
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

な
お
、
記
載
漏
れ
や
内
容

の
不
備
が
あ
っ
た
と
き
は
ご

容
赦
願
い
ま
す
。

多くの質問・意見・要望

ありがとうございました

令和５年度秋季農事部懇談会について

【
全
体
】

１
．
生
産
者
会
議
を
時
間
外
で
も
対
応
し

　
　

て
ほ
し
い

　
⇒

農
繫
期
や
緊
急
を
要
す
る
場
合
は
現

　
　

状
で
も
対
応
し
て
い
ま
す
し
、
今
後

　
　

も
対
応
い
た
し
ま
す
。

２
．
Ｊ
Ａ
の
所
有
す
る
ワ
ゴ
ン
車
の
増
台

　
　

を
お
願
い
し
た
い
。

　
⇒

現
状
で
必
要
と
な
る
状
況
が
限
ら
れ

　
　

て
い
る
た
め
、
各
課
で
使
用
し
て
い

　
　

る
ワ
ゴ
ン
車
を
活
用
し
、
対
応
し
て

　
　

参
り
ま
す
。

３
．
バ
ス
を
廃
止
し
た
際
、
レ
ン
タ
カ
ー

　
　

の
助
成
を
行
う
と
の
事
だ
っ
た
が
、

　
　

助
成
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
⇒

Ｈ
29
年
に
農
協
所
有
の
マ
イ
ク
ロ
バ

　
　

ス
を
廃
止
す
る
際
、
車
検
等
の
関
係

　
　

も
あ
り
年
度
途
中
で
廃
止
と
な
っ
た

　
　

為
、
そ
の
年
度
限
り
で
の
助
成
を
お

　
　

伝
え
し
て
お
り
ま
し
た
。
Ｈ
30
年
秋

　
　

の
懇
談
会
に
も
同
様
の
ご
要
望
が
ご

　
　

ざ
い
ま
し
た
が
、
他
社
か
ら
マ
イ
ク

　
　

ロ
バ
ス
等
借
入
の
場
合
は
、
ご
利
用

　
　

者
の
原
則
全
額
負
担
で
お
願
い
し
て

　
　

お
り
ま
す
。

４
．
丸
瀬
布
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
つ
い
て
、
代
わ
り

　
　

に
利
用
で
き
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
教
え
て
ほ

　
　

し
い
。

　
⇒

本
所
・
遠
軽
・
生
田
原
支
所
の
他
に

　
　

遠
軽
厚
生
病
院
内
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
あ
り
、

　
　

ロ
ー
ソ
ン
銀
行
・
セ
ブ
ン
銀
行
・

　
　

イ
ー
ネ
ッ
ト
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
も　

　
　

利
用
で
き
ま
す
。
北
洋
銀
行
・
遠
軽

　
　

信
金
な
ど
で
も
利
用
で
き
ま
す
が
、

　
　

手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

５
．
役
員
報
酬
の
水
準
は
、
他
の
農
協
と

　
　

比
べ
て
ど
う
な
の
か
？

　
⇒

管
内
14
Ｊ
Ａ
の
役
職
毎
の
平
均
と
比

　
　

較
す
る
と
低
く
、
報
酬
の
順
位
も
下

　
　

の
方
と
な
り
ま
す
。

６
．
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
給

　
　

与
の
増
額
な
ど
職
員
の
待
遇
を
よ
り

　
　

良
く
す
べ
き
。

　
⇒

待
遇
改
善
は
今
後
、
財
務
状
況
を
見

　
　

な
が
ら
少
し
ず
つ
進
め
て
参
り
ま
す
。

【
管
理
関
係
】

１
．
職
員
各
自
の
机
に
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト

　
　

の
掲
示
を
お
願
い
し
た
い
。

　
⇒

検
討
致
し
ま
す
。

２
．
週
休
2
日
に
つ
い
て
、
連
休
と
し
て

　
　

で
は
な
く
、
週
に
2
回
休
み
を
与
え

　
　

る
事
で
も
良
い
の
で
は
な
い
か
？

　
⇒

今
後
、
完
全
週
休
二
日
制
に
移
行
す

　
　

る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
各
部

　
　

署
で
ど
う
い
う
休
暇
体
制
が
一
番
望

　
　

ま
し
い
か
協
議
・
検
討
し
た
上
で
移

　
　

行
し
ま
す
。

秋
季
農
事
部
懇
談
会
の
主
な
意
見
・
要
望

【秋季農事部懇談会出席者】

午　　　前 午　　　後

11月27日（月）
開盛・札富美・旭

５名
富美・上富美

８名

11月28日（火）
４の３・５の１

22名
屯市・５の２・５の３

16名

11月29日（水）
４の１・４の２

23名
遠軽
15名

11月30日（木）
安国・生田原・清里

７名
丸瀬布・白滝

14名

合計　110名
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【
営
農
課
】

１
．
播
種
作
業
に
お
け
る
コ
ー
ン
プ
ラ
ン

　
　

タ
ー
の
不
具
合
に
つ
い
て

　
⇒

ご
指
摘
頂
い
た
他
の
圃
場
で
も
同
様

　
　

の
現
象
が
起
き
て
お
り
、
機
械
の
修

　
　

理
・
調
整
を
行
い
、
該
当
圃
場
は
次

　
　

年
度
の
播
種
作
業
の
際
に
別
の
プ
ラ

　
　

ン
タ
ー
に
て
作
業
を
行
い
ま
す
。

２
．
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
堆
肥
内
に
あ
っ
た

　
　

異
物
混
入
に
つ
い
て

　
⇒

堆
肥
を
導
入
し
て
い
る
農
家
に
対
し
、

　
　

要
望
し
て
お
り
ま
す
が
、
再
度
要
望

　
　

致
し
ま
す
。
ご
指
摘
の
異
物
で
あ
る

　
　

手
袋
類
は
獣
医
が
診
療
の
際
に
捨
て

　
　

て
行
っ
て
い
る
も
の
と
農
家
よ
り
確

　
　

認
し
て
お
り
、
獣
医
師
に
も
要
望
致

　
　

し
ま
す
。

３
．
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
併
用
は

　
　

い
つ
ま
で
行
う
の
か
？

　
⇒

大
半
の
組
合
員
が
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
を

　
　

利
用
し
て
お
り
ま
す
が
、
利
用
で
き

　
　

る
環
境
に
な
い
組
合
員
も
お
り
ま
す

　
　

の
で
、
当
面
の
間
は
併
用
致
し
ま
す
。

４
．
広
報
誌
の
職
員
紹
介
の
際
に
、
関
連

　
　

株
式
会
社
の
職
員
も
紹
介
し
て
ほ
し

　
　

い
。

　
⇒

関
連
会
社
と
相
談
し
、
検
討
致
し
ま

　
　

す
。

５
．
組
合
員
勘
定
の
貸
越
の
低
金
利
部
分

　
　

の
範
囲
は
、
ど
う
い
っ
た
考
え
方
な

　
　

の
か
？

　
⇒

営
農
貯
金
の
残
高
範
囲
内
を
低
利
率

　
　

と
し
て
お
り
、
そ
の
部
分
が
低
額
部

　
　

分
と
な
り
ま
す
。

６
．
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
を
活
用
し
て
営
農
計

　
　

画
や
取
り
ま
と
め
を
行
い
、
返
信
で

　
　

き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　
⇒

導
入
当
時
よ
り
送
信
デ
ー
タ
の
種
類

　
　

が
増
え
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
デ
ー
タ
も
送

　
　

信
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
営

　
　

農
計
画
書
か
ら
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
デ
ー
タ

　
　

に
て
送
信
い
た
し
ま
す
。
た
だ
し
、

　
　

組
合
員
様
か
ら
の
返
信
に
つ
い
て
は
、

　
　

課
題
の
あ
る
状
況
で
す
の
で
、
改
善

　
　

さ
れ
次
第
通
知
い
た
し
ま
す
。

７
．
産
地
Ｐ

パ
ワ
ー
ア
ッ
プＵ

事
業
は
い
つ
ご
ろ
に
な
る

　
　

の
か
？
小
麦
の
作
付
け
が
必
須
な
の

　
　

か
？

　
⇒

遠
軽
町
再
生
協
議
会
よ
り
令
和
6
年

　
　

度
春
に
申
請
致
し
ま
す
。
尚
、
小
麦

　
　

の
作
付
け
は
事
業
の
性
質
上
必
ず
必

　
　

要
と
な
り
ま
す
。

８
．
産
廃
助
成
事
業
の
時
期
を
、
も
っ
と

　
　

長
期
化
を
願
う
。
タ
イ
ヤ
も
対
象
に

　
　

し
て
ほ
し
い
。

　
⇒

期
間
に
つ
い
て
は
受
入
側
の
都
合
に

　
　

よ
り
春
・
秋
に
分
け
て
い
る
が
、
柔

　
　

軟
に
取
り
扱
え
る
よ
う
に
検
討
致
し

　
　

ま
す
。
廃
タ
イ
ヤ
に
つ
い
て
は
、
事

　
　

業
の
理
念
性
質
上
農
協
で
購
入
頂
い

　
　

た
肥
料
・
農
薬
・
飼
料
・
種
苗
な
ど

　
　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
対
象
と
し
て
お

　
　

り
、
廃
タ
イ
ヤ
は
取
扱
致
し
ま
せ
ん
。

９
．
産
地
Ｐ
Ｕ
の
需
要
額
調
査
で
の
単
価

　
　

は
ど
う
や
っ
て
出
し
た
の
か
？

　
⇒

事
業
単
価
の
各
機
械
ご
と
の
数
値
を

　
　

参
考
に
致
し
ま
し
た
。（
前
回
上
湧　

　
　

別
地
区
導
入
実
績
も
参
考
）
尚
、
正

　
　

式
な
申
請
の
際
は
、
正
規
の
見
積
書

　
　

が
各
自
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
畜
産
課
】

１
．
Ｊ
Ａ
目
標
数
量
未
達
が
見
込
ま
れ
る

　
　

中
、
目
標
数
量
を
超
過
す
る
が
増
産

　
　

可
能
な
経
営
体
の
取
扱
い
に
つ
い
て
。

　
⇒

コ
ス
ト
が
高
騰
し
て
い
る
中
に
於
い

　
　

て
も
「
搾
り
得
」「
搾
り
損
」
が
発

　
　

生
し
て
い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
　

個
人
持
ち
枠
の
１
０
０
％
達
成
を
意

　
　

識
し
た
生
産
を
継
続
し
て
頂
き
ま
す

　
　

よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

２
．
ホ
ク
レ
ン
外
出
荷
（
ア
ウ
ト
サ
イ

　
　

ダ
ー
）
に
つ
い
て
。

　
⇒

イ
ン
ア
ウ
ト
（
ホ
ク
レ
ン
→
ア
ウ
ト

　
　

サ
イ
ダ
―
）
発
生
時
に
Ｊ
Ａ
持
ち
枠

　
　

か
ら
凍
結
数
量
と
し
て
管
理
さ
れ
ま

　
　

す
。
抑
制
期
間
中
に
ア
ウ
ト
イ
ン
（
ア

　
　

ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
→
ホ
ク
レ
ン
）
と

　
　

な
っ
た
場
合
の
当
該
生
産
数
量
に
つ

　
　

い
て
は
、
Ｊ
Ａ
目
標
数
量
に
於
い
て

　
　

設
定
管
理
さ
れ
ま
す
。

【
農
産
課
】

１
．
大
豆
収
穫
の
際
借
り
入
れ
る
フ
レ
コ

　
　

ン
に
つ
い
て
、
貸
出
時
に
き
ち
ん
と

　
　

確
認
し
て
か
ら
貸
出
し
て
ほ
し
い
。

　
⇒

貸
出
時
に
注
意
し
て
確
認
致
し
ま
す

　
　

が
、
使
用
前
に
必
ず
本
人
が
再
度
確

　
　

認
願
い
ま
す
。

２
．
大
豆
作
付
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に

　
　

つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

　
⇒

現
在
新
規
耕
作
希
望
者
は
お
り
ま
せ

　
　

ん
が
、
既
存
耕
作
者
の
輸
作
体
系
に

　
　

よ
っ
て
作
付
面
積
の
増
減
が
あ
り
、

　
　

令
和
9
年
に
は
約
８
，
０
０
０
ａ
と

　
　

な
り
ま
す
。

３
．
小
麦
の
コ
ン
バ
イ
ン
は
計
画
的
に
導

　
　

入
す
る
こ
と
が
必
要
。

　
⇒

本
所
支
所
共
に
計
画
的
に
コ
ン
バ
イ　

　
　

ン
を
導
入
す
る
事
を
考
え
て
い
ま
す
。

【
資
材
課
】

１
．
営
農
計
画
書
の
様
式
が
変
更
と
な
り
、

　
　

農
薬
等
の
項
目
が
簡
素
に
な
っ
た
が
、

　
　

今
ま
で
通
り
申
請
書
の
代
わ
り
と
は

　
　

な
ら
な
い
の
か
？

　
⇒

三
点
ほ
ど
問
題
が
あ
り
、
申
請
書
と

　
　

し
て
取
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

①
経
営
体
に
よ
っ
て
不
要
な
項
目
が

　
　
　

多
数
あ
る
事

　
　

②
価
格
の
変
動
が
激
し
く
、
計
画
書

　
　
　

作
成
時
に
表
示
し
た
価
格
が
変
動　

　
　
　

に
な
る
こ
と
が
多
い
。

　
　

③
農
薬
・
肥
料
・
資
材
な
ど
に
つ
い

　
　
　

て
は
、
今
ま
で
計
画
書
を
そ
の
ま　

　
　
　

ま
使
用
す
る
場
合
と
別
紙
に
て
取

　
　
　

り
ま
と
め
を
行
う
場
合
が
あ
り
、

　
　
　

発
注
ミ
ス
と
な
る
可
能
性
が
あ
る

　
　
　

為
。

　
　

尚
、
各
取
り
ま
と
め
申
込
に
つ
き
ま

　
　

し
て
は
、
別
途
ご
案
内
致
し
ま
す
の

　
　

で
、
合
わ
せ
て
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し

　
　

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
．
農
薬
の
生
産
中
止
の
情
報
を
迅
速
に

　
　

周
知
し
て
ほ
し
い
。

　
⇒

対
応
い
た
し
ま
す
。
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普及センターより

厳
冬
期
で
も
乾
乳
牛
の
管
理
は
大
事

　

乳
検
成
績
を
み
る
と
令
和
５
年
３
～
４

月
の
分
娩
牛
は
、
初
回
検
定
時
で
乳
中
ケ

ト
ン
体
（
Ｂ
Ｈ
Ｂ
）
の
値
が
高
か
っ
た
牛

の
割
合
は
１
割
を
超
え
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
（
表
１
）。

　

高
Ｂ
Ｈ
Ｂ
の
牛
は
ケ
ト
ー
シ
ス
発
症
の

リ
ス
ク
が
高
く
、
発
症
す
る
と
乳
量
低
下

や
牛
体
の
削
痩
を
示
し
ま
す
。
重
篤
化
す

る
と
新
た
な
周
産
期
病
の
発
症
や
繁
殖
性

の
悪
化
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
酪
農
経
営

全
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

Ｂ
Ｈ
Ｂ
が
高
ま
る
要
因
は
分
娩
前
に
十

分
な
飼
料
摂
取
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ

と
に
起
因
す
る
分
娩
～
泌
乳
前
期
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
不
足
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

冬
期
（
１
～
３
月
）
に
乾
乳
を
迎
え
て

早
春
に
分
娩
と
な
る
牛
は
、
夏
場
の
生
乳

生
産
を
支
え
る
大
事
な
娘
た
ち
で
す
。
厳

冬
期
で
も
乾
乳
牛
の
管
理
を
お
ろ
そ
か
に

せ
ず
、
乾
物
摂
取
量
の
低
下
を
防
い
で
周

産
期
疾
病
発
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

乾
乳
牛
の
飼
料
の
喰
い
込
み
を
上
げ
る

①
飼
料
充
足
が
最
優
先

　

分
娩
後
の
飼
料
採
食
量
を
高
め
る
た
め

に
、
乾
乳
期
間
中
、
特
に
分
娩
前
１
週
間

の
乾
物
摂
取
量
を
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
が

重
要
で
す
。
飼
料
給
与
量
は
制
限
せ
ず
、

常
に
飼
槽
に
は
飼
料
が
あ
り
、
牛
が
エ
サ

に
い
つ
で
も
採
食
で
き
る
環
境
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

厳
冬
期
は
体
温
調
節
な
ど
に
多
く
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
に
な
る
た
め
、
よ
り
喰

い
込
ま
せ
る
こ
と
を
心
が
け
て
下
さ
い
。

　

乾
乳
期
間
中
の
１
日
当
り
の
乾
物
摂
取

量
は
体
重
比
で
１
．
８
～
１
．
９
％
、
２

産
以
上
の
牛
は
13
～
15
㎏
が
目
安
で
す
。

②
牛
床
・
通
路
は
こ
ま
め
に
清
掃

　

牛
床
の
寝
起
き
、
通
路
の
往
来
の
際
に

足
下
が
滑
る
こ
と
は
牛
に
と
っ
て
非
常
に

大
き
な
ス
ト
レ
ス
で
す
。

　

凍
結
に
よ
る
牛
の
ス
リ
ッ
プ
防
止
の
た

め
、
ふ
ん
尿
を
溜
め
ず
に
こ
ま
め
に
清
掃

を
お
こ
な
っ
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
滑
り
止
め
と
し
て
オ
ガ
ク
ズ
な

ど
の
敷
料
や
環
境
衛
生
用
資
材
の
通
路
へ

の
敷
設
も
効
果
的
で
す
。

目
指
す
腹
囲
形
状
は
リ
ン
ゴ
型

　

飼
料
の
喰
い
込
み
状
況
の
良
否
を
評
価

す
る
手
法
と
し
て
第
１
胃
（
ル
ー
メ
ン
）

の
張
り
を
見
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
乳
牛

の
前
後
か
ら
第
１
胃
側
の
肋
部
の
膨
ら
み

を
観
察
し
、
見
え
方
に
よ
っ
て
飼
料
の
喰

い
込
み
具
合
を
３
段
階
で
評
価
し
ま
す
。

　

乾
乳
牛
は
ス
コ
ア
３
の
リ
ン
ゴ
型
を
目

指
し
て
飼
料
を
給
与
し
ま
し
ょ
う
。
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乾乳牛飼養管理上のリスク低減策

～分娩前および分娩時

①１頭当り飼槽幅を十分確保

　（≧70cm）

②分娩予定10日以内の牛群移動

　を避ける

③予防的なカルシウム製剤給与

R４道総研酪農試験場

厳冬期の乾乳牛はココが大変

①寒冷環境は栄養要求量が高い

②飼料の凍結、水温の低下で

　採食量に影響

③飼槽通路が滑りやすく

　採食機会が減少

H30道総研酪農試験場

スコア１　ボックス型 スコア２　洋ナシ型 スコア３　リンゴ型

前から見るとルーメンが張っておら
ず、四角く箱のように見える。
飼料を食い込めておらず栄養不足。

前から見るとルーメンが張り、
適度に採食していると判断。

前から見るとルーメンが十分に張り、
飼料の食い込みが良好と判断。
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記事人気投票実施中
参考になった、ならなかったなど、
感想をお寄せください。応募は各号
目次右下の二次元コードから。毎月
抽選でクオカードをプレゼント。

定価（税込）●普通月号 ６１８円 ●付録月号（４・11月号）６８０円

アクセスしよう！
読者と編集部の交流の場

今、何をインプット
しておくべきか?!

お寄せ
ください！

連 載 若手農業者の思いや生き方を
知ることができるルポ企画特 集 今知りたい 、

考えたいテーマ

農や地域 に関わるさまざまな
トピックについて考えてみよう

「地域のために」という思いが少しでもある方にとって

役立つ記事がたくさんあります!

JA青年組織盟友として JA役職員として

EXILE ÜSAが全国のJA青年組織盟友を訪ねる

農
業
・
地
域
・
JA
を
担
う

リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の

オ
ピ
ニ
オ
ン
誌

『地
上
』は

『地上』をきっかけに、
 考え、対話しよう！

お申し込みは
お近くのJAへ

学習会で活用できる別冊付録が年2回付いてくる

『地上』は「読む」だけでなく、「見る」「話し合う」など多様な学習の場を提供

連載の筆者を招いた
ウェビナーも開催中！

JA青年組織の
学習活動やJA
役職員との対話
にも役立つ！
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◇
報
告
事
項

１
．
農
事
部
懇
談
会
の
主
な
意
見
・
要
望

　
　

に
つ
い
て

２
．
経
済
委
員
会
開
催
結
果
に
つ
い
て

３
．
第
３
四
半
期
余
裕
金
の
運
用
状
況
に

　
　

つ
い
て

４
．
定
款
第
52
条
第
9
号
に
該
当
す
る
資

　
　

金
の
貸
付
に
つ
い
て

５
．
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
小
麦
部
会
の
開
催

　
　

結
果
に
つ
い
て

６
．
組
合
員
の
異
動
状
況
に
つ
い
て

７
．
理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
報
告
に

　
　

つ
い
て

８
．
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
役
員
研
修
会
・
監

　
　

事
研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て

９
．
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

10
．
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
事
故
報
告
に
つ

　
　

い
て

11
．
そ
の
他

◇
議　
　

案

１
．
令
和
５
年
度　

自
己
査
定
に
係
る
土

　
　

地
価
格
評
価
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

２
．「
令
和
5
年
度
産
の
小
麦
・
甜
菜
」

　
　

及
び
「
令
和
4
年
度
産
の
大
豆
」
の

　
　

販
売
手
数
料
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

３
．
マ
ネ
ロ
ン
及
び
反
社
会
勢
力
等
へ
の

　
　

対
応
に
関
す
る
規
程
類
の
改
正
に
つ

　
　

い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

４
．
人
事
規
定
の
改
正
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

５
．
Ａ
コ
ー
プ
チ
ェ
ー
ン
活
動
基
金
の
取

　
　

得
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

６
．
資
産
査
定
要
領
の
改
正
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

７
．
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

　
◇
報
告
事
項

１
．
令
和
5
年
度　

ク
ミ
カ
ン
整
理
状
況

　
　

に
つ
い
て

◇
議　
　

案

１
．
役
員
報
酬
審
議
会
へ
諮
問
す
る
議
案

　
　

に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

◇
報
告
事
項

１
．
農
事
部
長
・
部
会
役
員
合
同
会
議
の

　
　

結
果
に
つ
い
て

２
．
組
合
員
の
異
動
状
況
に
つ
い
て

３
．
会
計
監
査
人
の
再
任
の
決
定
に
つ
い
て

４
．
役
員
報
酬
審
議
会
の
結
果
に
に
つ
い
て

５
．
そ
の
他

◇
議　
　

案

１
．
令
和
6
年
度　

事
業
計
画
基
本
方

　
　

針
・
重
点
実
施
事
項
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

２
．
令
和
6
年
度　

固
定
資
産
・
償
却
資

　
　

産
の
取
得
計
画
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

３
．
職
員
給
与
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
実
施
と

　
　

給
与
規
定
の
改
正
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

４
．
令
和
6
年
度
職
員
給
与
の
定
期
昇
給

　
　

に
つ
い
て　
　
　

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

５
．
給
与
規
定
の
改
正
に
つ
い
て 

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

６
．
役
員
推
薦
会
議
運
営
要
領
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

７
．
令
和
6
年
度　

貸
付
金
利
率
の
最
高　

　
　

限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

８
．
令
和
6
年
度　

理
事
に
対
す
る
資
金

　
　

の
貸
付
に
つ
い
て
（
貯
金
・
共
済
担

　
　

保
貸
付
に
係
る
包
括
事
前
承
認
に
つ

　
　

い
て
）

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

９
．
令
和
6
年
度　

役
員
と
組
合
の
取
引

　
　

基
準
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

10
．
令
和
6
年
度　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

　
　

ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

11
．
令
和
5
年
度
内
部
監
査
報
告
お
よ
び

　
　

令
和
6
年
度
内
部
監
査
計
画
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

12
．
令
和
6
年
度
組
合
員
の
資
格
審
査
に

　
　

つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

13
．
定
款
第
18
条
第
2
項
に
よ
る
出
資
金

　
　

持
分
譲
受
け
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

14
．
組
合
員
・
利
用
者
本
位
の
業
務
運
営

　
　

に
関
す
る
取
組
方
針
の
策
定
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

15
．
役
員
推
薦
会
議
の
理
事
会
枠
推
薦
委

　
　

員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

16
．
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

17
．
出
資
金
の
一
部
譲
渡
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

理
事
会
の
あ
ら
ま
し

第
11
回
理
事
会
（
令
和
5
年
12
月
26
日
）

第
13
回
理
事
会
（
令
和
6
年
1
月
26
日
）

　

左
記
の
通
り
、
人
事
異
動
が
あ
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（
順
不
同
）

（
2
月
1
日
付
）

峯
田　

智
紀

㈱
ジ
ェ
ー
エ
ー
え
ん
ゆ
う
出
向
常
務
兼

農
機
整
備
事
業
部
長

　
　
　
　
　
　

➡

㈱
ジ
ェ
ー
エ
ー
え
ん
ゆ
う
出
向
農
機
整

備
事
業
部
長

村
田　

隆
二

㈱
ジ
ェ
ー
エ
ー
え
ん
ゆ
う
出
向
燃
料
事

業
部
長

　
　
　
　
　
　

➡

㈱
ジ
ェ
ー
エ
ー
え
ん
ゆ
う
出
向
常
務
兼

燃
料
事
業
部
長

張
江　

雄
太

生
田
原
支
所
管
理
金
融
共
済
課
管
理
金

融
共
済
係
長

　
　
　
　
　
　

➡

㈱
ジ
ェ
ー
エ
ー
え
ん
ゆ
う
農
機
整
備
事

業
部
出
向

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

第
12
回
理
事
会
（
令
和
6
年
1
月
9
日
）
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今月号の抽選は中湧別支所金融課

片平みなみ職員にお願いしました

プレゼント付まちがい探し当選者発表
昨年１２月号の答えは「①⑦⑨⑩⑫」でした。

当選者は以下の方々です。

湧別町南兵村二区　井上美栄子さん

湧別町南兵村二区　原田　貞子さん

湧別町南兵村三区　宍戸　宏光さん

　　遠軽町生田原　柳田　若奈さん

　　遠軽町瀬戸瀬　岡村　栞奈さん

読
者
の
声

　

も
う
す
ぐ
誕
生
日
で
す
。
焼

肉
を
食
べ
に
行
き
ま
す
。（

匿
名
）

　

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
良
い
1
年
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

/////////////////////////

　

昨
年
1
年
間
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
活
動

報
告
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
よ
。

（
匿
名
）

　

今
年
も
楽
し
み
に
し
て
頂
け

る
と
嬉
し
い
で
す
。

/////////////////////////

　

寒
い
で
す
ね
。
今
年
は
特
に

感
じ
ま
す
。

（
匿
名
）

　

早
く
暖
か
く
な
る
と
良
い
で

す
ね
。

　

去
年
最
後
の
ま
ち
が
い
探
し
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
も
っ

と
難
し
く
し
て
も
良
い
で
す

よ
！

（
匿
名
）

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

/////////////////////////

　

小
学
2
年
生
の
孫
が
、
大
谷

翔
平
に
憧
れ
、
野
球
を
や
る
と

言
っ
て
い
ま
す
。
無
理
と
は
わ

か
っ
て
い
ま
す
が
、
期
待
し
て

し
ま
う
、
じ
い
じ
で
す
。（

匿
名
）

　

大
谷
選
手
か
ら
グ
ロ
ー
ブ
が

届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

や
る
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
は

ず
で
す
。
怪
我
に
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い

お
詫
び
と
訂
正

　

先
月
号
の
「
ひ
ざ
し
」
No.
２
９
９
号
に
て

掲
載
い
た
し
ま
し
た
専
門
部
会
の
役
員
名
簿

に
お
い
て
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お

詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
訂
正
申
し
上
げ

ま
す
。

No.
２
９
９
号　

3
ペ
ー
ジ
目

　
　
　

（
誤
）　

酪
農
専
門
部
会

　
　
　
　
　
　
　

部

会

長　

秋
葉　

宏
之

　
　
　
　
　
　
　

副
部
会
長　

緑
川　

将
仁

　
　
　
　
　
　
　

　

〃　

　

名
取　

浩
二

　
　
　
　
　
　
　

　

〃　

　

西
塚　

仁
志

　
　
　
　
　
　
　

　

〃　

　

吉
田　

義
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

➡

　
　
　

（
正
）　

　
　
　
　
　
　
　

部

会

長　

緑
川　

将
仁

　
　
　
　
　
　
　

副
部
会
長　

名
取　

浩
二

　
　
　
　
　
　
　

　

〃　

　

花
木　

清
範

　
　
　
　
　
　
　

　

〃　

　

西
塚　

仁
志

　
　
　
　
　
　
　

　

〃　

　

吉
田　

義
巳
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解答欄

い さ
が し

右のイラストには左のイラストと違う部分が
５カ所あります。間違っている部分を左下の
枠内の数字で探しましょう。

ま
ち が

毎月1,000円分のクオカードを
当選者５名の方に送ります。
たくさんのご応募、お待ちしております！！

出題・イラスト：酒井栄子

ゆうゆうセルフ給油所の

営業時間の変更についてご案内します。

ゆうゆうセルフ給油所の

営業時間の変更についてご案内します。

㈱ジェーエーえんゆう燃料事業部より

　　　  お 知 ら せ

■営業時間変更場所　ゆうゆうセルフ給油所

■営業時間変更日　令和６年２月１日より

■変更前営業時間　午前６時３０分～午後６時３０分迄

■変更後営業時間　午前８時３０分～午後６時００分迄

ご理解のほど、よろしくお願いします。


